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薦
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は
じ

め

に

日
本
の
北
東
端
に
位
置
す
る
知
床
半
島
は
、
現
在
で
も

原
生
自
然
の
状
況
が
色
濃
く
残
さ
れ
た
国
内

で
も
数
少
な

い
場
所
で
あ
る
。
陸
域
、
海
域
あ
わ
せ
た
原
始
性
が
評
価

さ
れ
、
二
〇
〇
四
年

一
月
に
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
に
推

薦
さ
れ
た
。
そ
の

一
方
で
、
知
床
半
島
の
陸
上
生
態
系
の

基
盤
と
な
る
植
物
の
種
と
群
落
の
状
況
は
、
こ
の
二
〇
年

あ
ま
り
の
間
に
い
く
つ
か
の
面
で
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て

い
る
。

世
界
自
然
遺
産

へ
の
指
定
を
目
指
し
た
動
き
と
し
て

は
、
二
〇
〇
三
年

一
〇
月
に
適
正
な
管
理
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
場
と
し
て
知
床
世
界
遺
産
候
補
地
地
域
連
絡
会
議

が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
組
織
で
検
討
さ
れ
た
知
床
世
界
遺

産
候
補
地
管
理
計
画

(素
案
)
が
同
年

=

月
に
公
表
さ

れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
合
計
で
五
二
件

の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト

(以
下
、
パ
ブ

コ
メ
)
が
寄
せ
ら
れ
、
意
見

の
総
数
は
三
〇
三
件
に
及
ん
だ
。
そ
の
中
で
保
護
管
理
に

関
わ
る
組
織
上
の
問
題
と
し
て
、
計
画
立
案

に
知
床
の
自

然
に
詳
し
い
研
究
者
の
関
与
が
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
「知
床
の
自
然
環
境
を
把
握
し
、
科

学
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
陸
域
と
海
域
の
総
合
的
な
管

理
に
必
要
な
助
言
を
得
る
た
め
に
」
、学
識
経
験
者
に
よ
る

科
学
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た

(科
学
委
員
会
設
置
要
綱
案

第

一
条
)
。
こ
の
委
員
会
に
は
私
を
含
む
動
植
物
、
環
境
お

よ
び
リ
ス
ク
管
理
な
ど
に
関
わ
る
研
究
者

一
六
名
が
参
加

し
、
環
境
省
、
林
野
庁
、
北
海
道
が
合
同
事
務
局
の
任
に

当
た

っ
て
い
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
に
エ
ゾ
シ
カ
管
理
計

画
を
策
定
す
る
た
め
の
小
班
と
し
て
、
エ
ゾ
シ
カ
ワ
ー
キ

ン
グ
グ

ル
ー
プ

(以
下
、
シ
カ
W
G
)
も
立
ち
上
が
り
、

私
も
植
物
の
専
門
家
と
し
て
参
加
し
た
(図
1
)。
こ
の
二

つ
の
組
織
は
、
科
学
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
保
護
管
理
の

た
め
の
枠
組
み
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
利
用
の
適
正
化

の
枠
組
み
と
し
て
三
会
議
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う

ち
知
床
国
立
公
園
利
用
適
正
化
検
討
会
議
と
自
動
車
利
用

適
正
化
対
策
連
絡
協
議
会
は
、
世
界
遺
産
推
薦
の
以
前
か

ら
活
動
し
て
い
る
会
議
で
あ
る
。
地
域
連
絡
会
議
を
含
め

て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
大
き
な
枠
組
み
の
関
連
は
、
図
1
の

よ
う
に
相
互
に
連
携
し
て
情
報
交
換
を
行
う
関
係
に
な
っ

て
い
る
。

本
稿
で
は
始
め
に
知
床
半
島
の
植
物
と
植
物
群
落
の
現

状
を
概
説
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
現
状
を
も
と
に
、
世
界
自

然
遺
産
科
学
委
員
会
の
委
員
の
立
場
も
踏
ま
え
て
、
世
界

遺
産
登
録
と
そ
の
後
に
向
け
た
課
題
を
述
べ
る
。
課
題
の

要
点
は
、
植
物
の
種
と
群
落
の
状
況
に
不
明
な
点
が
多
い

た
め
に
早
急
に
調
査
が
必
要
な
こ
と
、
お
よ
び
現
時
点
で

は
不
十
分
で
あ
る
世
界
遺
産
に
関
わ
る
上
記
の
諸
組
織
の

協
同
体
制
を
速
や
か
に
構
築
す
る
こ
と
の
二
点
と
い
え

る
。

知
床
半
島
の
植
物
、
植
物
群
落
の
概
要

気
候
面
で
は
、
山
の
高
ま
り
を
除
け
ば
北
海
道
の
低
地

の
ほ
ぼ
全
体
が
冷
温
帯
領
域
に
含
ま
れ
、
わ
ず
か
に
北
海

道
東
縁
の
知
床

・
根
室
地
方
が
亜
寒
帯
領
域
に
入
る
。
世

界
的
に
見
れ
ば
、
冷
温
帯
は
落
葉
広
葉
樹
林
の
分
布
域
、

亜
寒
帯
は
常
緑
針
葉
樹
林
の
分
布
域
と
い
え
る
。

一
方
、
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利用の適正化

「知床国立公園利用適正化検討会議」

「知床エコツーリズム推進協議会」

「自動車利用適正化対策連絡協議会」

連携協力

情報交換

科学的なデータに基づく保護管理

「世界自然遺産候補地科学委員会」

「エゾシカワーキンググループ」

連携協力

情報交換

連携協力

情報交換

「知床世界自然遺産候補地地域連絡会議」

図1知 床世界 自然遺産の保護管理に関わ る枠組 み、組織 の関連

生
育
す
る
植
物
の
種
の
全
体
、
す
な
わ
ち
植
物
相

(フ
ロ

ラ
)
に
関
し
て
は
、
北
海
道
近
辺
に
お
い
て
温
帯
フ
ロ
ラ

と
亜
寒
帯
フ
ロ
ラ
の
境
界
と
し
て
も

っ
と
も
重
要
な
境
界

は
、
エ
ト
ロ
フ
島
～
ウ
ル
ッ
プ
島
間
の
宮
部
線
と
カ
ラ
フ

ト
を
南
北
に
分
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
線
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
線
で
冷
温
帯
フ
ロ
ラ
と
亜
寒
帯
フ
ロ
ラ
が
い
き

な
り
全
部
替
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
種

の
入
れ
替
え
は

徐
々
に
起
こ
る
。
冷
温
帯
を
代
表
す
る
樹
木
で
あ
る
ブ
ナ

は
道
南
の
黒
松
内
で
北
限
を
迎
え
、
そ
れ
よ
り
以
北
、
以

東
で
は
、
温
帯
性
の
種
が
徐
々
に
欠
落
し
、
亜
寒
帯
性
の

種
が
少
し
ず

つ
増
加
す
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
地
域

で
は
、
亜
寒
帯
性
針
葉
樹
林
要
素
と
冷
温
帯
性
落
葉
広
葉

樹
林
要
素
と
が
混
生
す
る
の
で
、
針
広
混
交
林
帯
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
知
床
半
島
は
宮
部
線
の
ご
く
近
く
に

位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
温
帯
植
物
の
分
布
限
界
に
近

い
地
域
で
あ
る
。
現
時
点
で
知
床
半
島
に
お
い
て
確
認
さ

れ
て
い
る
植
物
の
種
は
、
斜
里
町
立
知
床
博
物
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
八
五
五
種
に
な
る
。
こ
れ
は
、
北
海

道
全
体
に
生
育
す
る
種
の
ほ
ぼ
半
数
に
相
当
す
る
。

植
物
の
群
落
単
位
で
見
て
も
、
知
床
半
島
は
冷
温
帯
の

森
林
と
亜
寒
帯
の
森
林
の
境
界
領
域
に
位
置
す
る
。
ブ
ナ

が
欠
落
す
る
黒
松
内
以
北
、
以
東

の
北
海
道
の
低
地
部
に

お
い
て
も
気
候
的
に
は
冷
温
帯

の
森
林
と
い
え
る
が
、
ミ

ズ
ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ

(広
義
)
や
シ
ナ
ノ
キ
な
ど
の

冷
温
帯
落
葉
広
葉
樹
林
が
主
体
と
な
り
、
そ
こ
に
ト
ド

マ

ツ
を
中
心
と
す
る
亜
寒
帯
常
緑
針
葉
樹
林
が
混
生
す
る
。

こ
の
た
め
、
時
に
針
広
混
交
林
と
呼
ば
れ
る
。
北
海
道
全

域
で
見
る
と
垂
直
的
に
は
、
低
地
に
冷
温
帯
落
葉
広
葉
樹

林
(針
広
混
交
林
)、標
高
が
高
ま
る
に
連
れ
て
亜
寒
帯

(亜

高
山
)
常
緑
針
葉
樹
林
、
寒
帯

(高
山
)
ツ
ン
ド
ラ
が
出

現
す
る
。知
床
半
島
の
植
物
群
落
に
関
し
て
は
北
海
道
二

九
八

一
)
に
よ
っ
て
包
括
的
な
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、

群
落
の
詳
細
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
は
、
実

質
的
に
は
鮫
島
惇

一
郎
、
佐
藤
謙
、
清
水
雅
男
の
三
氏
に

よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
大
き
な
く
く
り
と
し

て
立
地
と
生
活
型
に
も
と
つ
い
て

一
七
の
群
落
タ
イ
プ
が

区
分
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
森
林
群
落
と
し
て
は
、

亜
寒
帯
林
、
冷
温
帯
落
葉
広
葉
樹
林
、
お
よ
び
海
岸
と
河

床
の
落
葉
広
葉
樹
林
の
四
タ
イ
プ
が
、
ま
た
高
山
植
生
と

し
て
は
低
木
群
落
、
雪
潤
草
原
群
落
、
雪
田
群
落
、
風
衝

地
綾
生
低
木
群
落
、
岩
礫
地
草
本
群
落
、
高
山
湿
原
群
落

と
そ
の
他
の
七
タ
イ
プ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
海
岸
部
に

は
海
浜
植
物
群
落
、
海
浜
断
崖
植
物
群
落
、
海
岸
断
崖
上

部
草
原
群
落
、
海
蝕
台
地
群
落
、
崩
壊
地
草
本
群
落
と
そ

の
他
の
六
タ
イ
プ
が
分
布
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
群
落

タ
イ
プ
は
さ
ら
に
表
1
に
示
し
た
よ
う
に
優
占
種
を
も
と

に
し
た
群
落
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。

植
物
と
植
物
群
落
の
現
状

知
床
半
島
で
は
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た

一
九
六
四
年

以
降
、
知
床
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
観
光
客
の
数
が
急
増
し

た
た
め
、
半
島
先
端
部
の
岬
地
区
に
も
観
光
船
で
数
多
く

の
観
光
客
が
上
陸
し
て

一
部
の
植
物
が
盗
掘
さ
れ
る
事
態

も
発
生
し
た
と
い
う
。
そ
う
で
あ

っ
て
も
、
鮫
島
ら
が
調

査
を
行

っ
た

一
九
八
○
年
代
初
頭
ま
で
は
、
知
床
半
島
の

植
物
群
落
は
そ
れ
以
前
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
状
態
を

維
持
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
九
七
〇
年
代
に
再
分
布

し
た
シ
カ
が

一
九
八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
急
増
し
て
植

物
を
採
食
す
る
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
、
場
所
に
よ
っ
て

は
分
布
す
る
種
と
植
物
群
落
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
さ

れ
よ
う
に
な

っ
た
。

私
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
、
知
床
半
島
に
お
い
て
も
位
置

的
に
核
心
部
分
と
い
え
る
知
床
岬
周
辺
部
に
お
い
て
、
植
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表1知 床半 島に分布 する植物群落(北 海道1981よ り調整 した)

森林群落:亜 寒帯林

冷温帯林

海岸林

河床林

常緑針葉樹林

落:葉広葉樹林

トドマツ林

エ ゾマツ林

ダケカンバ林

ミヤマハ ンノキ林

ミズナラ林

ハ リギリ林

カツラ林

ヤチダモ林

イタヤカエデ林

カシワ林

ケヤマハ ンノキ林

オオバ ヤナギ林

ナガバ ヤナギ林

高山植生 低木群落

雪潤草原群落

雪田群落:

風衝地媛性低木群落:
岩礫地草本群落

高山湿原群落*

その他

コケ モ モ ・ハ イ マ ツ群 集

ミヤ マハ ン ノキ群 落

ナ ガ バ キ タ アザ ミ ・リシ リス ゲ群 集

タカ ネ トウ ウチ ソウ ・ミヤ マ イ群 落

ツガ ザ ク ラ類 群落:

ミヤ マ ク ロ スゲ ・チ シマ クモ マ グサ群 集

エ ゾ コザ ク ラ群 落:

イ ワイ チ ョウ群 落

ミネハ リイ ・タカ ネ ク ロ スゲ群 集

コ メバ ツガ ザ ク ラ ・ミネズ オ ウ群 落

シ レ トコス ミレ群落

イ ワ ブ クロ群 落

ハイマ ツ伐採跡地群落

ススキ群落

シコタンソウ群落

物
の
種
と
群
落
の
現
状
調
査
を
開
始
し
た
。
岬
地
区
に
は
、

知
床
半
島
で
こ
こ
だ
け
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
規
模

で
海
岸
草
原
が
広
が
っ
て
お
り
、
特
徴
的
な
景
観
を
形
成

し
て
い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

一
九
八
○
年
代

に
シ
カ
が

増
加
し
て
以
来
、
半
島
に
お
け
る
主
要
な
シ
カ
越
冬
地
の

ひ
と

つ
と
な

っ
た
。
こ
こ
で

一
九
八
○
年
代

に
調
査
を

海岸植生 海浜植物群落:

海岸断崖群落

海岸断崖上部草原群落

海蝕台地群落

崩壊地草本群落
その他

ハ マ ナ ス群 落

ハ マ ニ ンニ ク群 落

ハ マ エ ン ドウ ・エ ゾオ グ ル マ群 落:

ハ マハ コベ 群落

ハ マ ツ メ クサ群 落

シ コタ ンハ コベ群 落

イ ワベ ン ケ・イ ・ユ キ ワ リコザ ク ラ群落:

キ リ ン ソウ ・ア サ ギ リソ ウ群 落

ナガバキタアザ ミ ・エゾノコギ リソウ群落

ガ ンコウラン群落

ヒメエ ゾネギ群落:

シコタンザサ群落

シレ トコ トリカブ ト群落

オオイタ ドリ群落

クマイザサ群落

行

っ
た
佐
藤
謙
会
長
に
も
協
力
を
も
と
め
て
調
査
を
行

い
、

一
九
六
〇
年
代
の
調
査

(舘
脇

一
九
六
六
)
お
よ
び

一
九
八
○
年
代
初
頭
の
調
査

(北
海
道

一
九
八

一
)
と
比

較
し
た
。各
時
代
に
生
育
が
確
認
さ
れ
た
種
の
生
育
地
を
、

海
岸
草
原
、
背
後
の
森
林
、
岩
場
や
断
崖
の
群
落
、
お
よ

び
海
浜
植
物
群
落
の
四
つ
に
区
分
し
、

一
九
八
○
年
以
前

区
の
群
落
を
代
表
し
て
い
る
海
岸
草

衝
地
の
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
群
落
が
お
も

に
シ
カ
に
よ
る
冬
季
の
採
食

たしに鋤佃道海北斌るあで能可分細に更てし目着に種占優ば

㌔拠

れ

し

す

分

照

細

参

は

を

で

究

こ

研

こ

の

、

他

て

の

つ

そ

が

ピ
.

に
よ
っ
て
激
減
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま

た
エ
ゾ
キ
ス
ゲ
、
シ
レ
ト
コ

ト
リ
カ
ブ
ト
、
ナ
ガ
バ
キ
タ

ア
ザ
ミ
や
セ
リ
科
草
本
か
ら

構
成
さ
れ
る
海
岸
草
原
が
、

生
育
期
の
採
食
に
よ
っ
て
ほ

ぼ
消
滅
し
て
い
た
。
種
の
レ

ベ
ル
で
は
、

一
九
八
○
年
以

前
に
生
育
し
て
い
た

一
二
三

種
の
う
ち
で
二
〇
〇
〇
年
以

降
に
確
認
さ
れ
た
種
は
八
○

種
で
あ
り
、
四
三
種
が
確
認

で
き
な
か
っ
た
(表
2
)。
こ

の
う
ち
五
種
は
国
、
あ
る
い

は
北
海
道
の
定
め
る
絶
滅
危

惧
種
で
あ
る
。
な
お
、
岬
地

区
の
海
岸
草
原
に
お
け
る
群

落
単
位
の
変
化
の
概
要
は
、

す
で
に
雑
誌
の
モ
ー
リ
ー
誌

上
で
解
説
し
て
い
る
の
で

(石
川
二
〇
〇
二
)、
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
同
様
に
、

冬
季
に
は
隠
れ
家
と
し
て
利

用
さ
れ
る
背
後
の
森
林
に
お

と
二
〇
〇
〇
年
以
降
で
の
種
の
消
長
を
調

べ
た
。
な
お

一

九
八

一
年
の
調
査
に
お
い
て
は
、
半
島
各
地
の
海
岸
植
生

に
設
置
さ
れ
た
調
査
方
形
区
の
中
か
ら
、
岬
地
区
の
デ
ー

タ
を
抜
き
出
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
岬
地
区
の
群
落
を
代
表
し
て
い
る
海
岸
草

原
に
お
い
て
は
、
風
衝
地
の
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
群
落
が
お
も
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表2岬 地 区における生育地 ごとの出現種 の変化

海岸草原135種 森林 内96種 岩場、海崖29種 海浜35種

80年 代有 80年 代無 80年 代有 80年 代無 80年 代有 80年 代無 80年 代有 80年 代無

2000年 有 80 12 42 18 15 2 22 9

2000年 無 43 一
36 一 12 一 4 『

い
て
も
、

一
九
八
○
年
代
以
前
に

生
育
し
て
い
た
七
八
種
中
で
二
〇

〇
〇
年
以
降
に
も
確
認
で
き
た
の

は
四
二
種
、
岩
場
と
海
崖
で
も
二

七
種
中
の

一
五
種
と
、
半
分
近
く

に
減
少
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し

て
海
浜
に
生
育
す
る
植
物
に
お
い

て
は
、
変
化
は
少
な
か
っ
た
。
四

種
類
の
生
育
地
で
二
〇
〇
〇
年
以

降
に
確
認
さ
れ
な
か

っ
た
種
は
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

海

岸

草

原

"
ク

サ

ソ

テ

ツ
、

カ

マ

ヤ
リ

ソ
ウ

、

オ

ク

エ
ゾ

サ

イ

シ

ン

(道

R
)
、

エ
ゾ

ト
リ

カ
ブ

ト
、

カ

ラ

マ
ツ
ソ

ウ
、

ミ

ツ

バ

ベ
ン

ケ

イ

ソ
ウ

、

ズ
ダ

ヤ

ク

シ

ュ
、

オ

ニ
ヤ

マ
ブ

キ

シ

ョ
ウ

マ
、

キ

ン
ミ
ズ

ヒ

キ
、
エ
ゾ

モ
メ

ン
ヅ

ル

(道

E
N

)
、

ツ

ル

フ
ジ

バ

カ

マ
、
ケ

ク
サ

フ
ジ

、

ハ
マ
フ

ウ

ロ
、
ヤ

ナ
ギ

ラ

ン
、
シ

ャ

ク
、

オ

ニ
カ

サ

モ
チ
、

コ
ツ

マ
ト

リ

ソ

ウ
、

キ

タ

カ

ワ

ミ
ド

リ

、

ム

シ

ャ
リ

ン
ド

ウ

(国

E
N

、
道

V

U
)
、
エ
ゾ

ミ

ソ
ガ

ワ

ソ

ウ
、
シ

オ

ガ

マ
ギ

ク

、

ホ

ソ

バ

キ
ク

バ

ク

ワ

ガ
タ

、

オ

ト

コ

ヨ
モ
ギ

、

ホ

ソ

バ

ノ

オ
ト

コ

ヨ
モ
ギ

、
エ
ゾ

ゴ

マ
ナ

、

ミ
ヤ

マ
ア
ズ

マ
ギ

ク
、

ヨ
ツ

バ

ヒ

ヨ
ド

リ
、

カ

ン
チ

コ
ウ
ゾ

リ

ナ
、

キ
オ

ン
、
シ

コ
タ

ン
タ

ン
ポ

ポ

(国

E

N

)
、
コ
ミ

ヤ

マ
ヌ
カ

ボ
、
オ

ノ

エ
ガ

リ

ヤ

ス
、

コ
ウ

ボ

ウ

、

イ
ブ

キ

ヌ
カ

ボ
、

イ
ブ

キ

ソ

モ
ソ

モ
、

チ

シ

マ
カ

ニ
ツ

リ
、

ア
オ

ス
ゲ
、

ス
ズ

ラ

ン
、

エ
ゾ

ヒ

メ

ア

マ
ナ

(国

V
U

、
道

R
)
、

エ
ゾ

キ

ス
ゲ

、

エ

ゾ

ス
カ

シ

ユ
リ

、
ノ

ハ
ナ

シ

ョ
ウ
ブ

、
バ
ク

サ

ン

チ

ド

リ
、

エ
ゾ

チ
ド

リ

背

後

の
森

林

日
ト

ク

サ
、

ト

ウ

ゲ

シ

バ
、

イ

チ

イ
、

フ

タ

リ

シ
ズ

カ

、

エ
ゾ

ノ

バ

ッ

コ
ヤ

ナ
ギ

、

オ

ヒ

ョ
ウ
、

ル

イ

ヨ
ウ
ボ

タ

ン
、

サ

ン

カ

ヨ
ウ

、

チ

ョ
ウ

セ

ン
ゴ

ミ

シ
、

エ

ゾ

ス
グ

リ
、

ト

ガ

ス
グ

リ

、

エ
ゾ

ヤ

マ
ザ

ク

ラ
、

ト
ゲ

ナ

シ
ゴ

ヨ
ウ

イ

チ

ゴ
、

ハ
イ

シ
キ

ミ
、

ヒ

ロ

ハ
ツ

リ

バ

ナ
、

ミ
ヤ

マ

マ
タ

タ
ビ

、

マ
タ

タ

ビ
、

ナ

ニ
ワ
ズ
、

ヤ
ブ

ニ
ン

ジ

ン
、
オ

オ

バ

ハ
シ
ド

イ
、
ネ

ム

ロ
ブ

シ
ダ

マ
(国

V
U

)
、

カ

ン
ボ

ク
、

オ
ト

コ

エ

シ
、

オ

ク

ノ
カ

ン
ス
ゲ

、

ヒ
カ

ゲ

ス
ゲ

、

マ
ツ

マ

エ
ス
ゲ

、

サ

ッ
ポ

ロ
ス
ゲ

、

ゴ

ン
ゲ

ン

ス

ゲ

、
ギ

ョ
ウ
ジ

ャ

ニ
ン

ニ
ク
、

ツ

バ
メ

オ

モ

ト
、

オ

オ

ア

マ
ド

コ

ロ
、

オ

オ

バ

タ

ケ

シ

マ
ラ

ン
、

オ

オ

バ
ナ

ノ

エ

ン

レ
イ

ソ

ウ
、

バ
イ

ケ

イ

ソ

ウ
、

サ

イ

ハ
イ

ラ

ン
、

コ
ケ

イ

ラ

ン

岩
場

と

海
岸

断

崖

日
イ

ワ
デ

ン
ダ

、

ミ
ヤ

マ

ハ
タ
ザ

オ
、

ナ
ガ

バ
イ

ワ

ベ

ン

ケ
イ

、

イ

ワ

オ

ト
ギ

リ

、

エ
ゾ

オ

ト
ギ

リ

(国

V

U
)
、

ユ
キ

ワ
リ

コ
ザ

ク

ラ

(道

V
U

)
、

イ

ブ

キ
ジ

ャ

コ
ウ

ソ

ウ
、
タ

カ

ネ

ナ
ナ

カ

マ
ド
、
イ

ヌ

ヨ

モ
ギ

、

チ

シ

マ

コ

ハ

マ
ギ

ク

(国

V
U

、
道

R
)
、

ミ

ノ
ボ

ロ
、

ザ

ラ

バ
ナ

ソ

モ

ソ

モ

海

浜

"
ウ
ラ

ジ

ロ
ア

カ
ザ

、

オ

カ

ヒ
ジ

キ
、

ケ

ハ
マ

エ

ン

ド

ウ
、

シ

ロ
バ
ナ

ノ

ケ

ハ

マ

エ
ン
ド

ウ
、

エ
ゾ

カ

ワ
ラ

マ

ツ
バ以

上
の
よ
う
に
、
越
冬
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
岬

地

区

で
は

、
台

地

の
崖

か
ら
海

岸

草

原

と
背

後

の
森
林

に

か
け

て

、
植

物

の
種

の
消
滅

が

お

こ

っ
て

い
る
可
能

性

が

高

い
。

一
方

、

こ

れ
ら

の
在

来

種

が

減
少

し

て

い
る

の

に

対

し

て
、

外

来

種

が

大
幅

に
増

え

た

。

一
九

八

○
年

代

の

調

査

ま

で

に
記

録

さ

れ

て

い
た
外

来

種

は

ヒ
メ

ス
イ

バ
、

ワ

ス

レ
ナ
グ

サ
、

ノ
ボ

ロ
ギ

ク
、

ハ
チ

ョ
ウ

ジ

ョ
ウ

ナ
、

ヒ

ロ

バ
ノ

ウ

シ

ノ
ケ
グ

サ

と

ス
ズ

メ

ノ

カ
タ

ビ

ラ

の
六

種

で

あ

っ
た

の

に
対

し

て
、
二

〇
〇

〇

年

以
降

の
調

査

で

は
、

こ

れ
ら

に
加

え

て
、

シ

ロ
ザ

、

コ

ハ
コ
ベ
、

オ

オ

ミ

ミ
ナ

グ

サ
、

カ
ラ

フ
ト

ホ

ソ

バ

ハ
コ

ベ
、

ナ
ズ

ナ
、

シ

ロ
ツ
メ

ク

サ
、

オ

オ

バ

コ
、

セ
イ

ヨ
ウ

タ

ン
ポ

ポ

、

ア

メ
リ

カ

オ

ニ
ア
ザ

ミ

、

ヒ

メ

ム

カ

シ

ヨ

モ
ギ

、

ナ
ガ

バ
グ

サ
、

コ
ヌ

カ
グ

サ

、

カ

モ
ガ

ヤ
、

オ

オ

ア

ワ

ガ

エ
リ

と

オ
オ

ス
ズ

メ

ノ

カ
タ

ビ

ラ

の

一
五

種

が
新

た

に
確

認

さ

れ
た

。

な

お

こ

れ
ら

外
来

種

は
、

表

2

の
数

値

に

は
含

ま

れ

て

い
な

い
。

と

こ

ろ

で
知

床

財

団

の
調

査

に
よ

れ
ば

、

岬

地

区

以
外

に
も

シ

カ

の
越

冬

地

は
分

布

し

て

お
り

、

ル

シ

ャ
地

区

、

幌

別

・
岩

尾

別

地

区
、

真

鯉

地

区

な

ど
斜

里
側

に
多

い

(常

田

ほ

か

二
〇

〇

四

参
照

)
。

一
方

、
羅

臼
側

に
は
斜

里

側

ほ

ど

に

は
集

中

す

る

部
分

が

少

な

い
と

は

い
え
、

そ

れ

で
も

転

々

と
し

て
越
冬

地

が

続

い

て

い
る
。

こ
れ

ら

の
越

冬

地

で

は
、

採
食

の
実

態

が

わ

か

っ
て

い
な

い

の
で
あ

る
。

ま

た
、

岬

地

区

で

は
背

後

に
広

が

る
針

広

混
交

林

に

お

い
て

樹

皮

剥
ぎ

で

一
部

の
樹

木

が
消

滅

し
、

生
育

期

の
採
食

に

よ

っ
て
林

床

植

生

も

単

純
化

し

て

い

る
。

シ

カ
が

積
雪

期

に
利

用

で

き

る

の

は
標

高

が
約

三
〇

〇

m
以

下

の
部
分

に

限

定

さ

れ

て

い
る

こ
と

が

わ

か

っ
て

い
る
も

の

の
、
半

島

全

域

の
標

高

三
〇

〇

m
以

下

の
混

交

林

で

の
採
食

実

態

も

不

明

の

ま

ま

で
あ

る

。

さ

ら

に
本

州

で
の

シ
カ
被

害

の
状

況

を
考

え

る

と
、

生

育
期

に

は
高

山
帯

へ
進

出

し

て
採

食

す

る

こ

と
も

懸

念

さ

れ

る
が

、
こ

れ
ら

の
点

に
関

し

て
は
、

実
態

調

査

が

手

付

か
ず

の
段

階

に
あ

る
。

こ
の

よ
う

な

情
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報
不
足
は
、
世
界
自
然
遺
産
推
薦
か
ら
指
定
後

の
保
護
管

理
に
際
し
て
、
大
き
な
障
害
と
な
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で

い
る
。
以
下
に
、
こ
の
点
を
詳
し
く
解
説
す
る
。

世
界
自
然
遺
産
と
し
て
の
課
題

ω

管

理
計
画
の
不
備
と
植
物

の
情
報
不

足

二
〇
〇
三
年

=

月
に
公
表
さ
れ
た
管
理
計
画
(素
案
)

に
対
す
る
パ
ブ

コ
メ
の
集
約
を
経
て
、
同
年

一
二
月
に
管

理
計
画

(案
)
が
示
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年

一
月

に
は
環
境

省
、
林
野
庁
、
文
化
庁
と
北
海
道
の
連
名
で
管
理
計
画
が

公
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、
案

へ
の
提
言

・
批
判

に
対
し
て

は
対
応
が
十
分
で
な
い
ま
ま
に
最
終
決
定
さ
れ
た
部
分
も

あ
り
、
以
下
に
、
植
物
に
関
し
て
不
十
分
な
面
を
ま
と
め

る
。植

物
の
管
理
計
画
に
関
す
る
問
題
と
し
て
最
も
象
徴
的

な
部
分
は
、
二
〇
〇
三
年

=

月
の
管
理
計
画

(素
案
)

の
5
.
管
理
の
方
策
、
ω
陸
域
の
生
態
系
及
び
自
然
景
観

の
保
全
、
イ
.
植
生
及
び
野
生
動
物
の
保
護
管
理
、
㈲
植

生
の
項
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
は
、
植
物
の
種
、
お
よ
び
群

落
の
保
護
管
理
に
関
し
て
、
わ
ず
か

=

行

で
触
れ
ら
れ

て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
も
こ
の
う

ち
、
後
半
の

八
行
は
シ
カ
の
問
題
、
山
岳
部
で
の
人
に
よ
る
踏
み
つ
け

の
問
題
と
、
知
床

一
〇
〇
㎡
運
動
地
に
関
わ
る
項
目
を
述

べ
て
い
た
の
で
、
知
床
半
島
全
域
に
お
け
る
管
理
計
画
を

包
括
的
に
触
れ
た
部
分
は
、
た
っ
た
の
三
行
だ

っ
た
。
そ

の
全
文
は

「候
補
地
の
全
て
が
遠
音
別
岳
原
正
自
然
環
境

保
全
地
域
、
知
床
国
立
公
園
特
別
保
護
地
区

・
特
別
地
区

又
は
知
床
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
制
度
に
基
づ
き
、植
生
の
適
切
な
管
理
を
行
う
」

と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
以
降
、
具
体
的
に
保
護
管

理
に
触
れ
た
部
分
は
な
い
の
で
、
こ
の
部
分
が
実
質
的
に

保
護
管
理
の
内
容
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ

で
は
何
を
ど
う
適
切
に
管
理
す
る
の
か
、
そ
も
そ
も
適
切

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
、
皆
目
見
当

の
つ
か
な
い
内
容
で
あ

っ
た
。

一
方
、
こ
の
あ
と
の
ω
野

生
動
物
の
項
に
お
い
て
は
、
曲
が
り
な
り
に
も
主
要
な
大

型
鳥
獣
に
つ
い
て
種
ご
と
に
触
れ
て
お
り
、
シ
カ
、
ヒ
グ

マ
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
オ
オ
ワ
シ

・
オ
ジ
ロ
ワ
シ
に
関
し

て
個
別
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
シ
カ
に
関
し

て
は
別
途
に
管
理
計
画
を
策
定
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い

た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
同
様
に
植
物
に
対
し
て
も
、
固

有
種
、
隔
離
分
布
種
な
ど
の
重
要
な
種
に
関
し
て
は
、
個

別
に
対
策
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
や

北
海
道
の
定
め
る
希
少
種
の
リ
ス
ト
す
ら
な
か
っ
た
。
ま

た
前
述
の
よ
う
に
、
知
床
半
島
に
お
い
て
は
北
海
道

二

九
八

一
)
の
包
括
的
な
調
査
に
よ

っ
て
植
物
群
落

の
詳
細

が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
個
別
の
群
落
ご
と

に
管
理
計
画
を
考
慮
す
る
姿
勢
を
取
れ
な
い
は
ず

は
な

か
っ
た
の
だ
。

私
は
こ
う
し
た
内
容
に
対
し
て
、
す
で
に
述
べ
た
岬
地

区
の
現
状
も
勘
案
し
て
、
パ
ブ

コ
メ
上
に
お
い
て
、
植
物

群
落
単
位
で
管
理
計
画
を
考
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る

と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
私
の
指
摘
以
外
に
も
意
見
が
こ
の

部
分
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
結
果
、
同
年

一
二
月
に
修
正

さ
れ
た
管
理
計
画

(案
)
の
同
じ
部
分

(最
終
的
な
管
理

計
画
の
P
一
一
左
)
で
は
、
ま
ず
項
目
立
て
が
や
や
変
更

さ
れ
て
、
5
.
管
理
の
方
策
、
②
陸
域
の
生
態
系
及
び
自

然
景
観
の
保
全
、
イ
.
野
生
動
植
物
の
保
護
管
理
、
の
植

物
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
D
森
林
、
高
山
植
物
群
落
、
湿

原
植
物
群
落
、
海
浜
群
落
、
海
浜
の
断
崖
や
急
斜
面
、
海

岸
草
原
群
落
な
ど
の
主
要
な
群
落
タ
イ
プ
の
名
称
が
追
加

さ
れ
、
の
植
物
の
多
様
性
、
希
少
種
の
分
布
状
況
に
留
意

す
る
こ
と
、
④
調
査
研
究

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る

こ
と
、
の
植
生
被
害
の
軽
減
と
対
策
が
必
要
な
こ
と
、
ゆ

固
有
種
や
希
少
種
の
盗
掘
防
止
の
た
め
に
パ
ト
ロ
ー
ル
の

強
化
が
必
要
な
こ
と
が
追
加
さ
れ
た
。
ま
た
エ
ゾ
シ
カ
が

ら
み
の
部
分
で
は
、
の
採
食
被
害
の
著
し
い
岬
地
区
で
群

落
タ
イ
プ
ご
と
に
保
護
柵
を
設
け
て
、
遺
伝
子
資
源
の
保

存
を
図
る
と
と
も
に
植
生
回
復
対
策
を
採
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
た

(片
カ
ッ
コ
の
番
号
は
私
が
便
宜
的
に
記
し
た
も

の
で
あ
る
)。
こ
の
段
階
の
管
理
計
画

(案
)
が
、
二
〇
〇

四
年

一
月
に
管
理
計
画
と
し
て
最
終
決
定
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
上
記
六
点
に
関
し
て
は
内
容
の
旦
ハ体
的
な

記
述
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
、
基
本
方
針
の
表
明
程
度
の
中

身
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
依
然
と
し
て
、
国

や
北
海
道
の
定
め
る
希
少
種
の
リ
ス
ト
も
な

い
ま
ま
で

あ

っ
た
。

な
お
こ
の
他
に
、
決
定
さ
れ
た
管
理
計
画
の
中
で
、
外

来
種
に
関
し
て
は
植
物
で
は
ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ

(管

理
計
画
P

一
二
右
～

=
二
左
)
が
特
記
さ
れ
た
。

一
方
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
総
論
と
し
て
群
落
タ
イ
プ
ご

と
に
重
要
箇
所
の
、
ま
た
固
有
種
と
希
少
種
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
行
う
と
さ
れ
、
特
記
し
て
登
山
道
周
辺
と
知
床
岬

で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
酸
性
雨
の
影
響
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

が
挙
げ
ら
れ
て
は
い
る
(P

一
六
右
)
。
こ
れ
ら
の
う
ち
で
、

ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
の
問
題
と
知
床
岬
で
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
つ
い
て
は
、
実
は
私
と
佐
藤
会
長
が
二
〇
〇
〇
年

以
来
の
調
査
結
果
を
も
と
に
繰
り
返
し
要
望
し
て
き
た
事

柄
に
、
環
境
省
と
林
野
庁
が
対
応
し
て
く
れ
た
項
目
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
際
に
求
め
た
そ
れ
以
外
の
数
多
く
の

要
望
、
す
な
わ
ち
、
シ
カ
被
害
が
著
し
い
と
考
え
ら
れ
る

岬
地
区
以
外
の
越
冬
地
の
調
査
、
半
島
全
域
に
わ
た
る
植

物
分
布
調
査
や
植
生
図
の
整
備
な
ど
は
、
よ
う
や
く
実
施

す
る
方
向
で
検
討
が
始
ま

っ
た
段
階
で
あ
る
。

こ
う
し
た
情
報
不
足
は
、
シ
カ
の
管
理
計
画
を
立
案
す
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る
上
で
も
大
き
な
制
限
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
二
〇
〇
四

年
七
月
に
第

一
回
の
科
学
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
同
じ
時

期
に
動
き
出
し
た
シ
カ
W
G
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
六
年

度
中
に
エ
ゾ
シ
カ
管
理
計
画
を
ま
と
め
る
た
め
に
論
議
が

始
ま
っ
た
。
知
床
に
お
け
る
シ
カ
管
理
の
考

え
方
に
関
し

て
は
常
田
ほ
か

(二
〇
〇
四
)
に
詳
し
い
が
、
基
本
的
に

は
D
世
界
遺
産
の
核
心
部
分
で
は
自
然
の
推
移
に
ゆ
だ
ね

る
こ
と
、
の
植
物
の
地
域
的
な
絶
滅
は
避
け
る
こ
と
、
紛

管
理
は
順
応
的
な
方
法
に
も
と
つ
い
て
行

い
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
よ

っ
て
実
験
的
な
管
理
手
法
の
効
果
を
検
証
し
な

が
ら
、段
階
的
に
管
理
を
実
施
す
る
方
向
に
な
る
だ
ろ
う
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
シ
カ
の
採
食
圧

に
よ
っ
て
岬

地
区
の
植
生
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
自
然
の
推
移
に

委
ね
て
お
い
て
い
れ
ば
、
シ
カ
の
採
食
に
よ

っ
て
消
失
す

る
植
物
は
益
々
増
え
て
ゆ
く
と
思
わ
れ
る
。
地
域
的
な
絶

滅
を
避
け
る
た
め
に
も
、
個
人
的
に
は
、
岬

の
海
岸
草
原

の
広

い
部
分
を
柵
で
囲

っ
て
シ
カ
を
排
除
し
て
で
も
今
あ

る
植
物
を
保
存
し
、
さ
ら
に
は
か
つ
て
の
草
原
の
姿
を
再

生
し
た
い
が
、
そ
の
場
合
に
は
周
囲
の
森
林

に
お
い
て
シ

カ
に
よ
る
樹
皮
剥
ぎ
や
林
床
植
物
の
採
食
が
今
以
上
に
進

行
し
て
、
大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と
も
懸
念

さ
れ
る
。
シ

カ
を
防
ぐ
柵
が
累
々
と
続
い
て
原
生
的
な
景
観
が
損
な
わ

れ
る
な
ど
、
種
々
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

過
去
の
長
期
に
わ
た
っ
て
植
生
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て

き
た
か
も
現
時
点
で
は
わ
か
っ
て
は
い
な
い
。
岬
地
区
で

は
先
住
民
が
長
い
間
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
こ
と
が
岬
の
植
物
群
落
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
て
き
た
か
も
不
明
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
い
つ

ご
ろ
の
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
群
落
の
状
況
を
再
生
の
目

標
と
し
た
ら
よ
い
の
か
、
現
時
点
で
は
回
答
が
な
い
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
私
た
ち
が
調
査
を
行

っ
た
二

〇
〇
〇
年
以
降
は
岬
地
区
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
き
た

が
、
ル
シ
ャ
地
区
、
幌
別

・
岩
尾
別
地
区
な
ど
の
他
の
越

冬
地
で
の
状
況
に
よ

っ
て
は
、
岬
地
区
で
取
る
べ
き
管
理

手
法
が
左
右
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
背
後
の
針

広
混
交
林
か
ら
高
山
帯

に
い
た
る
他

の
地
域
で
の
実
態

は
、
断
片
的
な
も
の
以
外
に
、
未
だ
情
報
が
な
い
状
況
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
採
食
被
害
を
受
け
て
い
る
植
物
と
群
落

の
状
況
が
十
分
に
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
、

エ
ゾ
シ
カ
管

理
計
画
を
立
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
刻

一
刻
と
消
滅
し
て
ゆ
く
植
物
の
種
が
あ
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
以
上
、
植
物
の
情
報
が
完
全
に
集
ま
る

ま
で
シ
カ
の
管
理
に
手
を
付
け
ら
れ
な
い
、
と
い
っ
て
は

い
ら
れ
な
い
。
少
な
い
情
報
の
元
で
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

し
て
効
果
を
検
証
し
つ
つ
、
実
験
的
な
管
理
を
実
施
で
き

る
よ
う
に
、
シ
カ
W
G
で
は
多
面
的
、
か
つ
慎
重
に
論
議

を
重
ね
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
植
物
の
現
状
に
関
す

る
情
報
は
、
自
然
の
状
態
が
最
も
重
要
で
あ
る
世
界
自
然

遺
産
候
補
地
に
推
薦
す
る
段
階
で
、
本
来
は
最
初
か
ら
わ

か
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
管
理
計
画
の
5
.
管
理
の
方
策
、ω
基
本
方
針
、

イ
.
陸
域
及
び
海
域
の
総
合
的
管
理
の
最
後
の
部
分
に

は
、
「
(前
略
)
調
査
研
究

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
担
う
人
材

の
育
成
や
確
保
を
図
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現

状
で
は
こ
こ
数
年
、
私
を
含
め
た
ご
く
少
数
の
限
ら
れ
た

研
究
者
が
省
庁
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
調
査
を
行

っ
て
い

る
の
が
実
情
で
あ
り
、
人
材
を
確
保
し
て
い
る
と
い
う
に

は
程
遠
い
。
人
の
立
ち
入
り
を
拒
む
厳
し
い
条
件
下
に
あ

る
知
床
半
島
で
植
物
の
種
や
群
落
の
分
布

・
生
態
を
調
査

研
究
す
る
人
材
を
育
成
す
る
の
な
ら
、
や
る
気
が
あ

っ
て

屈
強
な
、
大
学
院
生
ク
ラ
ス
の
人
材
を
全
国
の
大
学
院
に

募
集
す
る
く
ら
い
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
。
そ
し
て
、
彼

ら
が
長
期
間
に
現
地
に
入
れ
る
よ
う
な
予
算
と
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
整
え
て
、
関
係
諸
官
庁
が
共
同
、
か
つ
主
導
的
に

調
査
研
究
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
努
力

が
な
い
こ
と
に
は
、
管
理
計
画
の
文
言
は
権
威
の
な
い
空

論
と
な
り
か
ね
な
い
。

②

科
学
委
員

会

の
位

置
付

け
と
関
係
組
織

の
協

同
体
制

世
界
自
然
遺
産
指
定
に
向
け
た
大
き
な
出
来
事
と
し

て
、
二
〇
〇
四
年
七
月
に
国
際
自
然
保
護
連
合

(I
U
C

N
)
の
デ
イ
ヴ
イ
ッ
ド

・
シ
ェ
パ
ー
ド
保
護
地
域
事
業
部

長
が
知
床
半
島
を
視
察
に
訪
れ
た
こ
と
は
、
ご
存
知
の
方

も
多

い
と
思
う
。
シ
ェ
パ
ー
ド
部
長
の
知
床
に
対
す
る
印

象
が
良
か
っ
た
こ
と
は
、
新
聞
紙
上
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
視
察
を
も
と
に
し
て
、
世
界

自
然
遺
産
指
定
に
重
要
な
課
題
を
指
摘
し
た
書
簡
が
八
月

二
〇
日
付
け
で
日
本
国
政
府
に
送
ら
れ
た
。
こ
の
書
簡
に

対
す
る
対
応
に
際
し
て
、
現
時
点
で
は
、
私
の
参
加
し
て

い
る
科
学
委
員
会
の
位
置
づ
け
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い

こ
と
が
判
明
し
た
。
次
に
こ
の
点
を
述
べ
る
。

管
理
計
画
と
科
学
委
員
会
設
置
要
綱
で
定
め
ら
れ
て
い

る
科
学
委
員
会
の
立
場
は
、
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に

「科
学
的
な
立
場
か
ら
助
言
」
を
す
る
だ
け
に
と
ど
め
ら
れ

て
い
る
。

一
方
の
地
域
連
絡
会
議
で
は
構
成
機
関
が
行
政

機
関
と
地
方
公
共
団
体
の
み
で
あ
り
、
科
学
委
員
会
と
し

て
は
座
長
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
す
る
だ
け
の
構

成
で
あ
る
。
こ
の
地
域
連
絡
会
議

の
場
で
管
理
計
画
が
了

承
さ
れ
た
こ
と
を
見
て
も
、
こ
の
会
議
が
世
界
遺
産
と
し

て
の
多
く
の
事
柄
の
最
終
決
定
機
関
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、

利
用
の
適
正
化
に
関
す
る
検
討
は
、
知
床
国
立
公
園
利
用

適
正
化
検
討
会
議
に
お
い
て
半
島
の

一
部
の
地
区
に
お
け

る
利
用
形
態
別
の
利
用
ル
ー
ル
を
検
討
す
る
段
階
ま
で
進

行
し
て
い
る
な
ど
、

一
定
の
進
展
を
見
せ
て
い
る
こ
と
に
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も
注
意
し
て
ほ
し
い
。

さ
て
、
I
U
C
N
か
ら
の
書
簡
に
お
い
て
は
、
D
遺
産

に
含
ま
れ
る
海
域
が
沿
岸
か
ら

一
㎞
し
か
な

い
こ
と
や
、

ト
ド
の
餌
と
な
る
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
資
源
量
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
危
惧
し
つ
つ
、
短
期
的
に
は
海
域
部
分

の
保
護
と
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
資
源
確
保
を
行

い
、
ま
た
長

期
的
に
は
海
洋
保
護
区
を
設
け
て
、
主
要
な
魚
類
の
生
態

を
調
査
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
勿
河
川
工
作
物

(砂
防

・
治
山
ダ
ム
)
が
魚
類
に
与
え
る
影
響

を
懸
念
し

て
、
魚
道
の
整
備
、
さ
ら
に
は
撤
去
も
考
慮
す
る
よ
う
に

求
め
ら
れ
た
。
こ
の
書
簡
は
、
九
月
二
四
日

の
第
六
回
地

域
連
絡
会
議
で
公
表
さ
れ
、
科
学
委
員
会
に
も
送
付
さ
れ

た
。
つ
ま
り
、
こ
の
書
簡
が
政
府
に
届
け
ら
れ
て
か
ら
科

学
委
員
会
に
知
ら
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
ほ
ぼ

一
ヶ
月
、
「知

床
の
自
然
環
境
を
把
握
し
、
科
学
的
な
デ
ー
タ

に
基
づ
い

て
陸
域
と
海
域
の
総
合
的
な
管
理
に
必
要
な
助
言
を
得
る

た
め
に
」
設
置
さ
れ
た
科
学
委
員
会
に
、
こ
れ
ほ
ど
重
要

で
、
な
お
か
つ
回
答
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
問
題
提
起
が
伝

達
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
九
月
二
四
日

付
け
で
送
付
さ
れ
た
際
に
も
、
こ
の
二
点
に
関

し
て
科
学

委
員
会
は
特
段
に
助
言
を
求
め
ら
れ
た
わ
け

で
は
な
く
、

単
に
シ
ェ
パ
ー
ド
部
長
の
書
簡
の
内
容
を
知
ら
さ
れ
た
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
事
態
を
知

っ
た
わ
れ
わ
れ
科
学
委
員

会
の
委
員

は
、
書
簡

へ
の
対
応
に
つ
い
て
自
主
的

に
電
子
メ
イ
ル
上

で
論
議
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
D
海
洋
資
源
に
関
し
て

は
、
持
続
可
能
な
漁
業
を
目
指
す
た
め
に
も
海
洋
保
護
区

を
設
置
し
、
科
学
的
な
デ
ー
タ
の
裏
づ
け
を
取
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
海
域
に
お
け
る
人
間
と
自
然
の
持
続
的
な
関
わ

り
を
構
築
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
に
ま
と
ま

っ
た
。

一

方
、
の
河
川
工
作
物
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
単
に
サ
ケ
科

魚
類
に
与
え
る
影
響
以
外
に
も
河
川
に
多
く

の
影
響
を
与

え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
を
多
様

な
角
度
か
ら
検
証
し
、
対
象
地
域
の
河
川
ご
と
、
ダ
ム
ご

と
に
現
況
調
査
を
行

っ
て
抜
本
的
な
見
直
し
と
検
討
を
行

い
、
住
民
、
漁
民
、
行
政
機
関
と
共
同
し
て
解
決
に
当
た

る
こ
と
を
提
言
し
た
。
そ
し
て
こ
の
二
点
を
、
意
見
書
と

し
て

一
〇
月

一
四
日
付
で
合
同
事
務
局
に
送
付
す
る
と
同

時
に
、
科
学
委
員
会
の
こ
の
意
見
書
を
速
や
か
に
公
開
す

る
こ
と
も
求
め
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
意
見
書
は
I
U
C
N
へ
の
回
答
策
定

以
前
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

一
一
月
二
日
に
地
域

連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
場
で
次
の
回
答
内
容
が
了

承
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
D
海
洋
資
源
に
関
し
て
は
す
で

に
漁
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
自
主
規
制
を
行

っ
て
お
り
、

資
源
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
継
続
し
つ
つ
今
後
五
年
か
ら

一
〇
年
を
目
処

に
多
利
用
型
統
合
的
海
域
管
理
計
画
を
立
案
す
る
。ま
た
、

勿
現
時
点
で
河
川
工
作
物
は
人
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

機
能
し
て
い
る
こ
と
か
ら
撤
去
は
困
難
で
あ
り
、
魚
道
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
問
題
を
回
避
で
き
る
、
と
い
う

も
の
で
あ

っ
た
。
な
お
、
こ
の
会
議
の
終
わ
り
に
、
科
学

委
員
会
の
石
城
謙
吉
座
長

(北
海
道
大
学
名
誉
教
授
)
が

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
立
場
で
科
学
委
員
会
の
意
見
書
の
内
容

を
説
明
し
た
。

つ
ま
り
科
学
委
員
会
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
助
言
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
し
か
も
自
主
的
に
述
べ
た
意

見
も
、
海
洋
保
護
区
の
設
置
と
河
川
工
作
物
の
撤
去
に
関

す
る
肝
心
な
部
分
は
I
U
C
N

へ
の
回
答
に
は
反
映
さ
れ

な
い
、
と
い
う
結
果
に
終
わ

っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の

部
分
が
な
ぜ
回
答
に
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
か
は
、
現
時

点
で
公
式
に
科
学
委
員
会
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
図
1
に
示
し
た
知
床
世
界
遺
産
に
関
わ
る
三

つ
の
枠
組

み
、
す
な
わ
ち
①
科
学
委
員
会
と
シ
カ
W
G
、
②
利
用
に

関
す
る
検
討
組
織
、
お
よ
び
③
地
域
連
絡
会
議
が
相
互
に

連
携
し
て
情
報
交
換
を
行
う
と
規
定
さ
れ
て
い
る
以
上
、

科
学
委
員
会
に
対
し
て
公
式
な
説
明
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
は
ず
で
あ
る
。
今
後
は
こ
う
し
た
関
係
が
是
正

・
整
理

さ
れ
て
、
三
つ
の
枠
組
み
が
有
機
的
に
連
携
し
、
自
然
の

状
況
を
維
持
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
、
適
正
に
保
護
管

理
さ
れ
る
方
向
に
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
と

め

以
上
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
知
床
世
界
自
然
遺
産
に
向

け
て
は
、
肝
心
の
自
然
、
特
に
植
物
の
種
と
群
落
の
現
状

が
不
明
な
ま
ま
で
、
そ
の
た
め
に
保
護
管
理
内
容
が
明
確

に
定
ま
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
管
理
計
画
は
す
で
に
決
定
さ
れ
、
利
用
に

関
わ
る
検
討
も

一
部
で
か
な
り
先
行
し
て
い
る
。
本
来
で

あ
れ
ば
、
自
然
の
状
況
が
わ
か
っ
て
い
て
は
じ
め
て
、
管

理
計
画
と
利
用
規
制
を
検
討
す
る
の
が
筋

の
は
ず
で
あ

る
。
世
界
自
然
遺
産
に
推
薦
し
た
以
上
は
、
自
然
性
の
高

さ
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
指
定
後
に
自
然
の
質
が

劣
化
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
絶
対
に
な
ら
な
い
。

私
は
こ
れ
ま
で
二
〇
年
に
わ
た

っ
て
知
床
の
植
物
と
植
物

群
落
の
保
護
に
関
わ

っ
て
き
た
個
人
と
し
て
、
ま
た
同
時

に
科
学
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
知
床
半
島
の
原
生
の
自

然
の
状
態
が
わ
れ
わ
れ
の
後
の
世
代
に
も
永
く
受
け
継
が

れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
る
。
本
稿
に
記
し
た
よ
う
に
そ

の
た
め
に
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
は
多
い
が
、
会
員
の
皆

様
の
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
い
。
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(
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九
八
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知
床
半
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自
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総
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調
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告
書

(総
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・
植
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篇
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。
北
海
道
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石
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幸
男

(二
〇
〇
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)

知
床
岬
の
植
生
変
化
と
シ
カ

の
増
加
を
考
え
る
。
モ
ー
リ
ー

八

"
六

八
-
七
三
。

常
田
邦
彦

・
鳥
居
敏
男

・
宮
木
雅
美

・
岡
田
秀
明

・
小
平

真
佐
夫

・
石
川
幸
男

・
佐
藤
謙

・
梶
光

一

(二
〇
〇
四
)

知
床
を
対
象
と
し
た
生
態
系
管
理
と
し
て
の
シ
カ
管
理

の
試
み
。
保
全
生
態
学
研
究
九

二

九
三
-
二
〇
二
。

追
記こ

の
原
稿
の
初
回
著
者
校
正
が
自
宅
に
届

い
た
二
〇
〇

五
年
二
月

一
八
日
の
三
日
前
で
あ
る
二
月

一
五
日
に
、
二

〇
〇
四
年
度
知
床
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
科
学
委
員
会
の

第
二
回
委
員
会
が
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
。
そ

の
席
上
の
冒

頭
で
事
務
局
か
ら
、
I
U
C
N
か
ら
昨
年
八
月
二
〇
日
に

届
い
た
書
簡

に
対
す
る
科
学
委
員
会
の
対
応

な
ど
を
含

め
、
こ
の
原
稿
に
も
記
し
た
諸
組
織
間
の
連
携

に
関
わ
る

問
題
点
を
踏
ま
え
て
、
科
学
委
員
会
は
事
務
局

か
ら
の
諮

問
に
だ
け
で
は
な
く
、
自
発
的
に
も
諸
問
題

に
対
し
て
論

議
を
進
め
て
助
言
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
し
た

が
っ
て
、
本
稿
の
第
二
章
二
節
で
問
題
に
し
た
科
学
委
員

会

の
位
置
づ
け
に
関
し

て
は
、
改
善
の
方
向

に
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。
ま
た
エ
ゾ
シ
カ
W
G
と
同
格

の
位
置
づ
け

で
、
海
域
W
G
と
河
川
工
作
物
W
G
が
設
置
さ
れ
た
。
し

た
が

っ
て
、
科
学
委
員
会
が
昨
年

一
〇
月

一
四
日
の
意
見

書
で
述
べ
た
項
目
に
対
し
て
、
い
っ
そ
う
の
検
討
が
行
わ

れ
、
内
容
が
深
ま
る
と
期
待
で
き
る
。

し
か
し
、
同
じ
会
議
の
最
後
に
、
新
た
に
二
月
二
日
に

I
U
C
N
か
ら
届

い
た
二
度
目
の
書
簡
が
公
表

さ
れ
、
海

域
に
関
し
て
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
保
護
の
充
実

を
求
め
ら

れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
昨
年

一

一
月
二
日
の
政
府
の
対
応
が
不
十
分
で
あ

っ
た
と
受
け
止

め
ら
れ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
今
回
の
I
U
C
N
か
ら

の
書
簡
に
対
す
る
回
答
期
限
は
三
月
三

一
日
を
指
定
さ
れ

て
お
り
、
大
変
厳
し
い
課
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
い
え

る
。

産遺界世床知

躍
籠
来
月
末
回
答
要
恭

政
府
が
世
界
自
然
遺
産
に
推
薦
し
て
い
る
知
床
に
つ
い
て
環
境
省
は
十
五
日
、
遺
産
登
録
の
可
否
を
審
査
し
て
い

る
国
際
自
然
保
護
連
合
(
工
U
C
N
、
本
部
・ス
イ
ス
)
が
「推
薦
地
内
外
の
海
域
環
境
の
保
護
レ
ベ
ル
強
化
」
が

必
要
だ
と
し
て
、
知
床
半
島
沿
岸
か
ら
一試
以
内
と
し
た
保
護
海
域
の
拡
張
な
ど
を
書
簡
で
求
め
て
き
だ
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
I
U
C
N
は
政
府
が
こ
れ
ら
に
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
遅
く
と
も
三
月
末
ま
で
に
回
答
す

る
よ
う
要
讃
し
て
い
る
。

政
府
は
昨
隼
+
剛
月
、
遺

産
登
録
に
向
け
て
漁
業
と
海

洋
生
態
系
保
全
の
両
立
を
目

指
す
「海
域
管
理
計
画
」を
策

定
す
る
ー
な
ど
と
し
た
回
答

書
を
I
U
C
N
に
送
付
し
た

が
、
書
簡
送
付
は
、
I
U
C

N
が
回
答
に
納
得
し
な
か
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
環
境

省
や
道
は
今
後
、
地
元
と
対

応
を
協
議
す
る
考
え
だ
が
、

極
め
て
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
突

き
つ
け
ら
れ
た
格
好
だ
。

書
簡
は
、
昨
年
十
二
月
の

専
門
家
会
議
。
I
U
C
N
世

界
遺
産
パ
素
ル
で
「
(知
床

の
)
推
薦
地
内
外
の
涯
駅
環

境
の
保
護
レ
ベ
ル
の
強
化
が

必
要
だ
ー
と
の
意
見
に
達
し

た
」
と
指
摘
。
「海
洋
の
餌

資
源
に
依
存
す
る
陸
域
生
物

(鳥
類
を
含
む
)
を
保
譲
す

る
た
め
に
十
分
に
強
い
保
護

が
行
え
る
の
か
」
と
、
政
府

が
示
し
て
き
た
海
洋
保
護
策

に
疑
閥
を
呈
レ
に
。
環
境
省

に
よ
る
と
、
「陸
域
生
物
」

と
し
て
ヒ
グ
マ
や
オ
オ
ワ

シ
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
な
ど
が
想

定
さ
れ
る
と
い
う
。

そ
の
う
え
で
、
書
簡
は
①

海
域
管
理
計
画
の
畿

を
促

進
さ
せ
、
海
洋
性
の
種
の
保

護
を
確
実
に
す
る
た
め
同
計

画
の
規
定
を
強
化
②
知
床
半

島
の
沿
岸
一爵
以
内
と
し
た

推
薦
地
の
海
域
部
分
を
+
分

拡
張
1
の
二
点
に
つ
い
て
政

府
が
対
応
で
き
る
か
ど
う
か

(関
遡
記
事
訂
面
に
)

回
答
を
求
め
て
い
る
。
書
簡

は
二
日
付
で
、
七
日
に
環
境

省
に
届
い
た
と
い
う
。

ζ
れ
に
関
連
し
、
環
境
省

や
道
な
ど
が
設
置
し
た
知
床

世
界
囲
然
遺
産
候
補
地
科
学

委
墨

(養
琴
羅

吉
北
大
名
誉
教
授
)
は
十
五

日
、
「海
域
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
を
設
置
し
、
地
元

の
漁
萎
日ら
も
加
え
、
今
後

の
対
応
を
協
議
ず
る
こ
と
を

決
め
た
。
海
洋
生
物
の
専
門

で
構
成

生
態
系
保

策
を
早
急

回
の
回
答

書
で
理
解
を
得
ら
れ
る
と
思

っ
て
い
た
」
と
し
て
い
る
。

国
内
の
世
界
自
然
遺
産
を

め
ぐ
っ
て
は
、
嚇
九
九
三
年

登
録
さ
れ
た
自
神
山
地
(青

森
、
秋
田
両
県
)
が
国
連
教

育
科
蟻
支
化
機
関
(
ユ
ネ
ス

コ
)
の
勧
告
を
受
け
、
当
初

申
請
し
た
登
蘇
面
積
を
拡
大

し
て
遺
産
登
録
に
こ
ぎ
つ
け

た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

見
に
達
し
た
。
特
に
パ
ネ
ル

は
、
推
薦
地
内
の
限
定
的
な

海
域
が
、
(海
洋
生
物
の
)

生
息
地
を
十
分
に
含
ん
で
い

る
か
否
か
、
及
び
海
洋
生
物

の
長
期
的
な
生
態
的
健
全
性

を
確
保
し
、
海
洋
の
餌
資
源

に
依
存
す
る
陸
域
生
物
(鳥

類
を
含
む
)
を
保
護
す
る
た

め
に
十
分
に
強
い
保
護
を
提

供
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か

に
つ
い
て
疑
問
を
呈
L
だ
。

I
U
C
N
は
、締
約
国
(日

本
)
が
以
下
の
点
に
つ
い
て

対
応
で
き
る
か
否
か
に
つ

き
、
さ
ら
な
る
見
解
を
求
め

る
こ
と
と
し
た
。

(
a
)
海
域
管
理
計
画
の

震

を
健
進
さ
せ
、
海
洋
性

の
種
の
保
護
を
確
実
に
す
る

た
め
、
こ
の
計
画
の
中
の
規

定
を
強
化
す
る
こ
と
。

(b
)推
薦
地
の
海
域
部
分

を
+
分
に
拡
張
す
る
こ
と
。

家
な
ど
委
員

し
、
周
辺
聾

護
と
漁
業
の
礪

に
検
討
す
る
。

ー
(環
境
省
訳
)

I
U
C
N
世
界
遺
産
パ
ネ

ル
(嘉
慧

で
は
、

(世
界
自
然
遺
悪

推
薦
地

内
外
の
灘
域
潔
境
の
保
護
レ

ベ
ル
の
強
化
が
必
要
と
の
意

漁
業
者
の
反
発
必
至

〈
解
脱
〉
知
床
の
世
界
自

然
遺
産
登
録
を
め
ぐ
り
、
国

際
自
然
保
護
連
合
(I
U
C

N
)
が
海
域
環
境
の
保
護
レ

ベ
ル
強
化
な
ど
を
新
た
に
求

め
た
今
回
の
轡
簡
は
、
日
本

政
府
が
ζ
れ
ま
で
示
し
て
き

た
保
護
策
で
は
「不
十
分
だ
」

と
、
登
録
へ
の
黄
信
号
を
伝

え
て
き
た
、
と
書
え
る
。
国

や
道
、
地
元
関
係
看
ら
は
再

び
、
重
い
課
題
を
掘
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。

I
U
C
N
は
昨
年
八
月
の

質
閤
状
で
、
絶
滅
に
ひ
ん
し

て
い
る
ト
ド
の
餌
で
あ
る
ス

ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
の
漁
業
規
制
を

求
め
、
灘
域
管
理
の
あ
り
方

に
強
い
関
心
を
示
し
て
い

た
。
こ
れ
に
対
し
環
境
省
や

道
は
五
1
十
年
後
を
め
ど
に

新
た
な
「海
域
管
翼
計
画
」

を
策
定
す
る
f
な
ど
と
昨
年

十
一
月
に
回
答
し
た
が
、
禁

漁
を
伴
う
漁
業
規
制
は
見
送

っ
た
。

同
省
は
今
回
の
書
簡
で
指

摘
さ
れ
た
「海
域
管
理
計
画

の
規
定
の
強
化
」
に
つ
い
て

「I
U
C
N
の
昨
年
八
月
の

質
問
状
に
も
含
ま
れ
て
い
た

内
容
」
と
し
て
、
岡
計
画
を

興
体
的
に
説
明
す
る
こ
と
な

ど
で
対
応
で
き
る
ζ
み
て
い

る
よ
う
だ
が
、
最
終
的
に
I

U
C
N
の
理
解
姦

…ら
れ
る

か
ど
う
か
は
不
透
明
だ
。

難
題
は
、
現
状
で
は
知
床

半
島
沿
岸
か
ら
輔
♂
以
内
と

し
て
い
る
保
護
海
域
部
分
の

拡
張
だ
。
ス
ケ
ソ
ウ
刺
し網

漁
業
は
主
に
沿
摩
一
黄
以
遠

で
行
わ
れ
て
お
り
、
保
護
海

域
拡
大
は
趣
委
あ
反
発
を

招
く
の
が
必
至
だ
か
ら
だ
。

ま
た
、
書
簡
は
今
回
、
鳥

類
の
屡
硬も
課
魑
と
し
て
示

し
た
。
地
元
専
門
家
ら
は
以

前
か
ら
、
海
中
の
餌
を
捕
食

す
る
際
、
定
置
網
や
刺
し
網

に
引
っ
掛
か
っ
て
死
ぬ
海
鳥

の
問
題
を
指
摘
し
て
お
り
、

何
ら
か
の
改
善
策
が
必
要
に

な
る
可
能
性
も
あ
る
。

一方
、
問
題
点
を
指
摘
さ

れ
る
と
藻
境
省
な
ど
が
想
定

し
て
い
た
推
薦
地
内
の
ダ
ム

に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
と
い
う
。

環
境
省
は
昨
年
十
一月
に

回
答
書
を
送
付
し
た
後
、「知

床
の
登
録
が
危
な
く
な
っ
た

ら
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
I

U
C
N
側
に
念
を
押
し
て
い

た
。
今
回
の
書
簡
は
、
そ
の

求
め
に
応
じ
、
登
録
の
可
否

を
左
右
す
る
「最
後
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
送
っ
て
き
た
と

も
受
け
取
れ
る
。

環
境
省
や
道
は
今
後
、
地

元
と
協
議
し
な
が
ら
対
応
策

を
検
酎
す
る
が
、
回
答
期
隈

ま
で
残
σ
一カ
月
半
と
い
う

状
況
の
申
で
、
ギ
リ
ギ
リ
の

判
断
を
迫
ら
れ
そ
う
だ
。

(宮
崎
徹
哉
)
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